






























































カートリッジ F-8L. CPS-40 
モノーラル
アーム MA-229. AT-5001-II. 
カートリッジ CP-15V. AT-3. 
クーソ・テープルもいまはダイレクト ・ドライプのよいものが出ておりますが，
いまのと ころ，ソニー TTSー2400,2500. CEC-FR-180を使用，今9チャソネルの
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第2図 イコライザー・アンブ歪率特性
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第6図 ケーブル線負荷によるブリ・アソブのクロストーク特性(0dB=0.775 V) 
（点線•••••出カインビーダンス 5000 の場合）
(20m霞話用10対ケープル線負荷）















通常出力電圧 200mVで使用して S/N比は 62.5-66dBは取れますし， lVで使
用すれば 76.5-SOdBの S/N比になりますから充分と思います。
このアソプに出カケーブル線を接続した場合のクロス・トーク特性は第 6図で
す。この図で出カインピーダ‘ノスが高いと， 10 kHzでのクロス・トークが 38dB,
メイン・アソプ SRA-4Sの入力 200mVとしたとき， 他のチャンネルにー38dB
(2.5 mV) となり， 大きな音の場合はよくても静かに聴いている場合有害となりま
すが，イソ 1:.゜ ーダンスを低くすることによりもっとも悪い場合でも，他のチャソネ
ルヘのもれは， 200mVで使用しても 10kHz で—65 dB (0.11 m V)となり全く問題
になりません。（聴感補正なし）
第 6図で示すように，隣接チャソネル間のクロス・トークがもっとも悪いとこ
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真空管電圧計菊水 161C, 163 
低周波発振器 NF設計プロック CR-107 A. 菊水 ORCー27C改良）
歪率計 NF設計プロック DM-151 B. KM-03 (自作品）
オッシロスコープ菊水 OP—31 C 
オーディオ・テスタ 三和 651
く注＞
1 ミクサー，ミクサーを語る 無線と実験 昭49年 6月 p.137 
2 放送技術（臨時増刊）第20巻12号 p.135 
3 レコード芸術昭49年3月 p.233 
4 早稲田大学図書館紀要第 5号 p.217 
5 //第 5号 p.215
6 ラジオ技術昭49年 7月 p.70, 182 









コンデソサー ・ヘッドホン（丹羽久雄）電波科学 41.6 
コンデ‘ノサー ・ヘッドホン用アソプの試作（矢沢芳夫）電波科学 41. 8 




バイノーラル レコードをきく（小塩 • 高城 ・乙部）ラジオ技術 46.6 
4ch用ヘッドホ‘ノ（小塩玄也）ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホソの圧迫感はなにか：ラジオ技術 46.12 
「タナベ・システム」誕生録（田辺四郎）ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホ‘ノのヒャリングテスト（金子英夫）電波科学 47.9 
ヘッドホ‘ノの失敗のない選び方（長岡鉄男）電波科学 47.9 





椅子スピーカとヘッド ・スピーカの製作（小塩玄也）ラジオ技術 48. 1 
4chヘッドホン（太田一穂）電波科学 48.1 
4chヘッドホソの問題点をつく（岡原勝）ラジオ技術 48.4 
続 4chヘッドホンの問題点をつく（太田・山本）ラジオ技術 48. 7 
4chヘッドホンに期待する（岡原勝）ラジオ技術 48.9 
ダミー・ヘッド・マイクを使った録音の実験（三浦種敏）ラジオ技術 48. 10 
ハイファイジソポジウム73:ラジオ技術臨時増刊 48.12 
ヘッドホン規格録音のすべて：（音友） 48.11 
ヘッドホンの機能と選ぴ方（神崎一雄）ステレオのすべて '74 48. 12 
コソデ‘ノサー ・ヘッドホンを試聴する（小塩玄也）ラジオ技術 49.5 
ダミー ・ ヘッド・マイク録音のレコードをきく（小塩 • 田辺）ラジオ技術 49.7




Sony ES REVIEW: Vol. 16. Summer'74 
みんなほんとうのステレオを聴いているのだろうか？（岡原勝 ・瀬川冬樹）ス
テレオサウソド秋 49.10 
オーディオ・テクニカル ・レコー ド：コロムビア XL-7002 
国内／海外製ヘッドホンの展望（岡原勝）電波科学 49.11 
レコ ード音楽のためのオーディオ ・テク ニック入門（山崎謙）レコード芸術
47.3 




ステレオ ・ヘ ッド ・マイク（小田間作志）電波科学 50.2 
フル・オ —•• プンエア型ステレオ ・ヘッドホ｀ノ CTX-1について（川島正仁）無
線と実験 50.2 
ヘッドホン講座（山本晴宗）ラ ジオ技術 50.2~ 
全面駆動形ヘッドホンの特徴（松本 ・湯浅）ラ ジオ技術 50.2 
海外ヘッドホ'./7種の特性：ラジオ技術 50.5 
ヘッドホンとは何か？（山本睛宗）ラジオ技術 50.5 
当世風ヘッドホンの上手な使い方（石田善之）ラ ジオ技術 50.5 
国内ヘ ッドホン21機種の特性：ラ ジオ技術 50.6 
ヘッドホンと私（高城重射）ラジオ技術 50.6 
コンデンサ・ヘッドホ ン （丹羽久雄）ラ ジオ技術 50.6 
小塩式ヘッドホン MKIの発表（小塩玄也）ラ ジオ技術 50.6 
く参考文献〉
「立体音響」吉田 ・岩崎 共立出版 昭34
「音 • その形態と物理」竹内龍一 日本放送出版協会 昭41
「新版 アマチュア・オーディオ ・ハンドプック」 オーム社 昭43
「ハイファイ・スビーカ」 中島平太郎 日本放送出版協会 昭43
「音楽工学」誠文堂新光社 昭44




雑誌＝ラジオ技術 ・放送技術・無線と実験 ・日本音響学会誌・電波科学 ・ステ
レオ芸術 ・レコー ド芸術 ・ステレオ ・ステレオサウンド
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